
SDGsを学べるまちづくり

ー SDGs商店街とSDGs道の駅 ー

金沢星稜大学新ゼミ



まいど、ありがと
森本商店街

【金沢星稜大学新ゼミ 森本商店街班】

砂田智浩、丹野裕貴、長原匠汰、平野由栞



 「地方創生・SDGs」について学ぶゼミナール（新ゼミ）

 私たちのゼミでは、石川県内の各地域の現状を分析し、盛り上げてい
くための活動や日本の各自治体におけるSDGsの取り組み（先行事例）
についての分析などを行っている

 また、石川県内の企業の製品・サービスについて現地調査し、SDGsと
の紐づけも行っている

 そして、今回私たちのグループは、金沢星稜大学と石川県金沢市の
「森本商店街」が連携した「SDGs商店街」による地域活性化を目指す
取り組みに参加した

ゼミ紹介と動機



 住所：石川県金沢市弥勒町

 店舗数：約46店舗

森本商店街について



森本商店街の現状（２０２１年）

流動人口に目立った増減がない…

⇒イベントが開催されていない！！
主な利用客が地元住民…

良さをアピールできていない

住所：石川県金沢市弥勒町
店舗数：約46店舗

RESAS まちづくりマップ 流動人口メッシュ



魚町銀天街の現状（２０２１年）

3月「Spring Fairさくらまつり」

7月「サマークリアランスセール」

10月－11月「70周年記念感謝セー
ル」

12月「クリスマスセール」

⇒各店舗でお得にお買い物ができる

住所：福岡県北九州市小倉北区魚町
店舗数：約150店舗

RESAS まちづくりマップ 流動人口メッシュ

「SDGs商店街」の先進地域である北九州市小倉の「魚町銀天街」と

「森本商店街」との比較（流動人口、事業所数の推移）



森本商店街の事業所数

販売・卸、メディカ
ル＆ヘルスケアの占
める割合が大きい

RESAS まちづくりマップ 事業所立地動向



魚町銀天街の事業所数

販売・卸、飲食
店の
占める割合が大
きい

RESAS まちづくりマップ 事業所立地動向



事業所数の比較分析

＜魚町銀天街＞

 約150店舗

 販売・卸、飲食店が多い

⇒セールや集客イベントを催しやすい

＜森本商店街＞

 約46店舗

 販売・卸、メディカル＆ヘルスケアが多い

⇒地元密着型

ターゲットが
観光客・ファミリー層

ターゲットが
地元住民・高齢者



森本商店街活動内容（2022年度）

 現地調査

森本商店街の店舗に訪れ、事業内容やSDGsに取り組んでいることをインタビュー調査

 SDGs宣言ポスターづくり

各店舗ごとにSDGs宣言を作成し、ポスターとして森本商店街に掲示

 SDGsクイズラリーの実施

石川テレビと連携



森本商店街SDGｓ宣言

3、15

木製や有害物質が少ないなど環境に配慮されている素材
を使っているなどSDGｓに取り組んでいる企業の家具を仕
入れ、販売しています。
こういった良い家具を皆様に安心してじっく見ていただける
よう、キッズスペースを設けるなどの環境を整備していま
す。

12
良いものを安心して長く使っていただける家具を提供できる
よう、不要家具の引き取りや修理・再生を行うことで、循環
型社会づくりに貢献します。

5

ギャベ展を開催し、伝統的な敷き物を守り、ひいては遊牧民
の生活・文化を支えることに貢献します。
※ギャベは、2010年ユネスコの「無形文化遺産」に登録さ
れている、遊牧民族の女性によって手織りされた高級絨毯

11（大）、３（小）

安全かつ安心で持続可能な交通手段を提供し、人と地域、
企業、文化の交流を促進します。
高齢者の移動や体の不自由な方をサポートできる車両設
備を整え、誰もが安心して移動できる手段を提供すること
で、住み続けられる地域づくりに貢献します。

5
女性従業員の積極的な採用を行い、女性の活躍推進に取
り組んでいます。

3（大）　11（小）

保温効果やアロマテラピー効果など癒し効果のあるいぐさを
使った畳を提供しています。
介護ホームには水や衝撃に強い畳を提供することで、快適
な暮らしをお届けします。

12
リフォーム工事では、使えるものはなるべく再利用していま
す。お年寄り向けに、畳のヘリを使ったペンケースやバック
作り体験を行っています。

桐的ハウジン
グ
3

金城タクシー
（本社）
4

葛巻内装5



金沢おぐら座
SDGsの取り組み



 各店舗のSDGs取組み宣言ポスターづくり

該当するSDGs目標に紐づけて、各店舗がSDGsに対して取り組ん
でいることをアピールする宣伝文を考えた

調査店舗数：16店舗

作成枚数：35枚（1店舗あたり1～4枚）



テレビ局と協力①
・地元テレビ局のアプリを活用してSDGsクイズラリーを行いました！

・クイズの問題は私たちゼミ生が考えました。

・クイズラリー参加者は約1850人と盛況でした。



課題分析結果からの2023年度活動の企画

◆ 「最寄品（日常的に購入する食品、日用品など）」の小売店は減少

◆ 特徴ある商品を販売する専門店が残っている。

◆ 歴史ある多様な店舗が点在して残っている。

◆ こういった森本の魅力を発信しきれていない。

◆ SDGsに力を入れていることを知られていない。

専門店ならではの魅力を知ろう！

名物店長に会いに行こう！

特徴ある施設が適当な距離に点在していることを逆手にとろう！

森本をSDGsの発信地にしよう！

課題解消の方向

そこで提案

森本商店街SDGs観光モデルコースをつくって観光商品化



森本商店街SDGs観光モデルコース1

 〜名物店主に会いに行こう〜

 day1

１１：００ 森本駅（金沢駅から電車で約７分）

↓ 徒歩５分

１１:０５ 松井生菓舗（要予約）

↓ 徒歩５分

１２：３０ おぐら座 たこやきを食べながら鑑賞

↓ 徒歩５分

１５：００ あずま園 加賀棒茶ソフトクリームを食べる

↓ 金城タクシー約10分

１６：００ 元湯石屋 宿泊・夕食



森本商店街SDGs観光モデルコース

 day2

１１：００ 元湯石屋 宿泊・夕食

↓ 金城タクシー約10分

１１:２０ ご飯処かどや かど焼を食べる

↓ 金城タクシー約10分

１３：００ 松井生菓舗 お土産購入（要予約）



テレビ局と協力②

森本商店街の観光モデルコースをテレビの10分番組で紹介しました！

画像提供：石川テレビ



今後の活動提案

・SDGs観光モデルコースの観光商品化

・森本商店街SDGsセミナーの企画

第17回得するまちのゼミナール（うおゼミ）

お店の人が講師となって、専門知識やプロのコツを無料
で教えてもらえる少人数制のミニ講座。
SDGs17の目標の「質の高い教育をみんなに」につながっ
ている。定期開催されている。



参考文献

 リノベとSDGsで再生～小倉・魚町銀天街（https://www.data-

max.co.jp/article/34041）

 森本商店街（金沢市）｜公式HP（https://kanazawa-morimoto.com/）

 北九州市魚町銀天街公式HP（https://uomachi.or.jp/）

 【まちネタ】元気に、笑顔で、営業中「森本商店街」に、のぼり旗が出現！
（https://iijikanazawa.com/news/contributiondetail.php?cid=7992）

 ［石川県］金沢おぐら座｜ポータルサイト（https://lif-

exp.com/detail?sid=1344）

 石川テレビ放送（https://www.ishikawa-tv.com/index.php）

https://www.data-max.co.jp/article/34041
https://kanazawa-morimoto.com/
https://uomachi.or.jp/
https://iijikanazawa.com/news/contributiondetail.php?cid=7992
https://lif-exp.com/detail?sid=1344
https://www.ishikawa-tv.com/index.php


松任駅南側「つるべとられ道」賑わい創出

SDGsスタンプラリー

【金沢星稜大学新ゼミ まっとうまちなか商店街班】

池田朱花、岩下翼、林佑衣、吉元大翔



事業の目的

・白山市と金沢星稜大学は包括連携協定を締結し、

SDGs未来都市である白山市のプロモート活動に取り組んでいる

・その一環として新ゼミでは松任駅南側地区に立地する白山市の文化施設や

「まっとうまちなか商店街」の店舗への来訪者の回遊性を高め、

同地区の賑わい創出を目指し、イベントを計画・実施

・来訪者がSDGsを学びながら文化施設と商店街を回遊できるようなスタンプラリーを計画

文化施設と商店街の計15店舗を回遊しながら、各ポイントでSDGsを学ぶことができる

スタンプラリーを『白山・松任つるべとられて秋祭り』の中で実施した



スタンプラリー拠点施設

文化施設：４館

• 千代女の里俳句館

• 松任ふるさと館

• 中川一政記念美術館

• 白山市立博物館

• 田中屋

• 長佐呉服店

• フォーレン

• 花の村松

• 五代目茶屋

• 聖興寺

• こめ倉珈琲

• 酒のミヤムラ

• きっつぇんさ

• ふくふくランド

• 旺徳福

松任まちなか商店街：11店舗



スタンプラリー

ポスターや台紙の作成



スタンプラリー

「SDGsを勉強しよう」POPの作成



2023年10月15日 スタンプラリー当日

• 拠点15施設にポスター、スタンプラリー台紙、

説明チラシ（台紙と同じ枚数）、シールをそれぞれに設置

• 来訪者は台紙を入手して7施設以上回り、シールを集めて

まっとうまちなか協同組合事務所へ持って行くと、

ガラポン抽選の形式でモニター参加していただいた謝礼と

して物品を渡した（先着200名）

• 参加者には、参加動機や経緯、感想を聞き取るとともに、

対応できる方にはスマートフォンでアンケートに協力して

いただいた（アンケート協力44名）

謝礼品

受付の様子



事業の成果

良かった点
・商店街の方の手厚い協力が得られたこと

・チラシを当日に配布して、人を呼び込めたこと

・スタンプラリー参加者と会話を楽しめたこと

・松任駅周辺の文化施設を知るのに役に立ったこと

改善点

• 事前の宣伝が不足し、認知度が低かったこと

• スマートフォンを持っていない子どもでも答えられるように
アンケート用紙を用意するべきだったこと

• ゴール地点に人が密集し、スムーズな対応ができなかったこと



つるべとられ道
×

SDGsスタンプラリー



総括

本事業である『白山・松任つるべとられて秋祭り』でのつるべとられ

道×SDGｓスタンプラリーは、まっとうまちなか商店街の方々及び白

山市の多大な協力により、当日雨天ではあったが、参加者は約200名

と一定の成果を収めることができた。



道の駅めぐみ白山

【金沢星稜大学新ゼミ 道の駅めぐみ白山班】

高野友輔、繩手晴渡、野村奈央、川原なのは、竹川玲奈



• 所在地：石川県白山市宮丸町2183 

• 駐車場：226台

• 開設時間：9:00～19:00（駐車場・トイレは24時間）

• 館内：レストラン、地場産品売場、観光情報コーナー、道路情報コーナー、トイ
レ

• オープン時期：2018年4月

道の駅めぐみ白山 –魅力いっぱい寄り道ステーション (megumi-hakusan.com)

http://megumi-hakusan.com/
http://megumi-hakusan.com/


白山市とは

• 2018年6月 SDGs未来都市に選定

SDGs未来都市とは...

内閣府地方創生推進室がSDGsの達成に取り組んでいる都市を選定する制度のこと。

• 白山手取川ジオパーク

ジオパークとは...

科学的に見て、特別に重要で貴重、もしくは美しい地質や地形を含む自然公園の一
種



白山手取川ジオパーク

• 2011年9月、白山手取川ジオパークとして日本ジオパークに認定

• 2023年5月、ユネスコ世界ジオパークに認定

• 今後、４年毎に再認定審査



白山手取川ジオパーク

• ユネスコ世界ジオパークはユネスコの正式プログラムの１つ

• ジオパーク活動を通じて持続可能な地域社会の実現を目指している

• ジオパーク活動にもSDGs達成にむけた貢献が求められる

観光客や市民が意識や行動に責任を持つことで、
より良い観光地形成を行っていくことが大切



活動の目的

• 白山手取川ジオパークSDGsについての認知度向上

• 白山手取川ジオパークへの観光客誘致

→白山手取川ジオパークファン

（交流人口→関係人口）

• 独自の自然環境や文化・産業を守ろうとする意識や愛着
を醸成



➀ SDGsポップの設置

・取り組み

商品とSDGsを関連付け、ポップを作成して設置

・目的

ジオパークのSDGsについて知ってもらうきっかけ作り

地元産品をSDGs商品としてアピール



ポップの例



②紹介動画

・取り組み
白山手取川ジオパーク紹介動画を制作

・目的
ジオパーク観光の魅力を伝え、認知度向上

道の駅に立ち寄った人の次の目的地として提案



②紹介動画

綿ヶ滝

• 山立会「やまだち牧場」

• 耕作放棄地の解消や獣害の抑制

• 山立会は他にも「木滑なめこ工場」「山立会食堂」

• 【ジビエ】【羊肉】【木滑なめこ】などを楽しめる

→里山ビジネスの成功モデルを目指す



活動の成果



ジオツーリズム

地域やジオパークで行われている活動


